
本号の特集にあたって
農業土木は，水・土・人の複合系である「水土」を巧く機能させるための「知」，すなわち

「水土の知」として創出され，発展してきました。言い換えれば，自然に存在する土や水を，農

業に都合よく利用するための直接的な工学的技術はもとより，技術をより効果的にするための管

理技術や社会組織の形成などともかかわる技術体系であり，潅漑排水，農地整備，農用地開発，

及び水利施設の管理保全等，その領域は多岐に及んでいます。その中で，「水土の知」という言

葉が示すように，地盤工学は農業土木の根幹を支える要素となっています。

近年，土壌の汚染など食の安全を脅かす事案の頻発，農業従事者の減少と高齢化，TPP 協定

など，農業をとりまく社会的情勢は大きく変わってきています。また，大規模地震や豪雨土砂災

害に代表されるように，自然災害による被害が激甚化する傾向にあり，そのような災害から農業

基盤を守ることも急務となっています。こうした中で，農業の持続可能な発展のためには，健全

な土壌環境の確保，農地整備と維持管理の効率化，農業基盤の強靭化など，様々な課題に取り組

む必要があり，農業土木における地盤工学の果たすべき役割は重要なものになってきています。

このような背景から，本号では，「農業土木における地盤工学」と題して，農業土木への地盤

工学の取り組み，農地への適用事例，今後の展望について特集しました。

総説では農業土木の歴史と対象構造物，さらにダムを例に地盤工学とのかかわりについて解説

されています。7 編の報告では，ため池及びフィルダムの豪雨や地震に関する内容，土のキャピ

ラリーバリア機能や地中熱の農業分野への利用，豪雨時の斜面安定といった異なる視点から，農

業土木と地盤工学のかかわりについて執筆して頂きました。

本号の特集が多くの読者の皆様にとって有益なものとなり，地盤工学と農業土木の結び付きを

固くするとともに，農業土木の持続可能な発展に寄与することを期待しております。
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